
▲市民活動支援センターのチラシづくり講座

発行　城陽市　152－1111　FAX56－3999（城陽市寺田東ノ口16・17）　毎月1・11・21日　編集　市民活動支援室156－4051

平成21年（２００９年） 

緑と太陽、 
やすらぎのまち・城陽 

広　報 

No.1339

111122

市
民
参
画
型
社
会

に
向
け
て

社
会
経
済
状
況
の
変
化
と

と
も
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の

意
識
や
価
値
観
も
、
こ
れ
ま

で
の
経
済
的
な
豊
か
さ
や
生

活
の
利
便
性
を
重
視
す
る
姿

勢
か
ら
、
自
ら
主
体
的
で
個

性
的
な
生
き
方
を
通
し
て
生

活
を
楽
し
み
、
生
活
の
質
を

高
め
よ
う
と
す
る
方
向
へ
と

移
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

市
民
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
価
値
観
に
基
づ
い
た
生

き
方
が
で
き
る
社
会
が
求
め

ら
れ
、
こ
の
た
め
に
は
、
市

民
が
主
体
的
に
参
加
し
「
市

民
と
行
政
が
協
働
で
地
域
の

課
題
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

協
働
っ
て
何
？

「
協
働
」は
、
み
ん
な
が
持

つ
共
通
の
目
的
を
、
と
も
に

行
動
し
達
成
す
る
た
め
の
手

段
・
方
法
で
あ
っ
て
そ
れ
自

体
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
単
な
る
作
業
の
分

担
で
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

主
体
が
対
等
な
立
場
で
行
動

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

持
ち
味
を
活
か
し
て
相
乗
効

果
が
生
み
出
せ
る
。
そ
ん
な

関
係
が
協
働
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
も

市
民
も
現
状
に
と
ら
わ
れ
ず

に
、
柔
軟
な
発
想
や
視
点
で

取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
継
続
性
・
実
行

性
な
ど
の
特
性
を
持
つ
行
政

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
ま
と
め

役
と
し
て
必
要
な
情
報
提
供

や
市
民
活
動
の
支
援
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

柔
軟
性
・
即
時
性
・
き
め
細

や
か
さ
な
ど
の
特
性
を
持
つ

市
民
は
、
地
域
の
課
題
に
関

心
を
持
ち
、
ま
ち
を
自
分
た

ち
の
手
で
住
み
よ
い
環
境
に

し
て
い
く
と
い
う
意
識
を
持

つ
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば

ど
ん
な
取
り
組
み

現
在
既
に
取
り
組
ん
で
い

る
市
民
協
働
の
事
例
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
設
立
さ
れ
た

「
城
陽
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
会
議
」。
花
い
っ
ぱ
い

運
動
や
自
然
観
察
会
、
環
境

家
計
簿
の
啓
発
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

食
の
安
全
・
安
心
が
求
め

ら
れ
る
中
、
地
産
地
消
を
進

め
る
「
城
陽
旬
菜
市
運
営
協

議
会
」。
文
化
パ
ル
ク
城
陽

南
側
で
農
畜
産
物
の
直
売
を

行
い
、
農
業
者
と
消
費
者
の

ふ
れ
あ
い
交
流
も
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

寺
田
駅
周
辺
で
、
季
節
ご

と
に
地
域
を
盛
り
上
げ
る
企

画
や
、
案
内
板
・
ベ
ン
チ
設

置
な
ど
、
駅
周
辺
の
環
境
改

善
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

「
寺
田
駅
前
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」。
市
に
対
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
構
想
を
提
言
さ
れ

ま
し
た
。

市
民
協
働
指
針

の
策
定

市
民
と
行
政
が
協
働
で
地

域
の
課
題
に
対
応
し
て
い
く

社
会
、
こ
れ
は
一
朝
一
夕
で

実
現
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

行
政
は
、
仕
事
の
進
め
方

や
考
え
方
を
見
直
し
、
新
た

な
仕
組
み
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ん
に
は
、
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
の
手
で
住

み
よ
い
環
境
に
し
て
い
く
と

い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
と
も
に
歩
ん
で
い
く

中
で
、
最
も
重
要
な
こ
と
は

信
頼
関
係
の
構
築
で
す
。

市
民
と
行
政
が
お
互
い
に

信
頼
の
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
る
に
は
、
同
じ
ル
ー
ル
、

同
じ
尺
度
で
、
同
じ
仕
組
み

を
共
有
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
協
働
に
対
す

る
基
本
的
な
考
え
方
、
協
働

を
進
め
る
た
め
の
施
策
の
方

向
性
を
示
し
た
も
の
が
、「
市

民
協
働
指
針
」
で
す
。
市
役

所
市
民
活
動
支
援
室
の
窓
口

や
市
内
の
行
政
情
報
資
料
コ

ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市
民
活
動
の
支
援

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
中

で
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な

る
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
団
体

が
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

を
は
じ
め
、
市
民
活
動
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
自
治

会
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

の
地
域
組
織
と
、
そ
の
形
態

や
規
模
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

こ
れ
ら
の
組
織
は
自
ら
の
活

動
目
的
の
も
と
、
主
体
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
団
体
が
連
携

し
あ
っ
て
効
果
的
に
公
共
の

分
野
で
活
動
し
て
い
く
た
め

に
は
行
政
、
市
民
双
方
の
活

動
を
熟
知
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
必
要
で
す
。
そ
の

中
心
と
な
る
の
が
「
中
間
支

援
組
織
」
で
す
。
現
在
は
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
そ

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、

市
内
で
も
団
体
同
士
で
自
ら

の
力
で
お
互
い
の
連
携
を
深

め
よ
う
と
す
る
独
自
の
動
き

も
芽
生
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
と
行

政
が
共
通
の
目
的
の
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し

な
が
ら
適
切
な
役
割
分
担
に

よ
り
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
活
動
支
援
室
1（
56
）

４
０
０
１

問

蛇口からそのまま飲める　安くて安全　おいしい城陽の水道水

社
会
の
大
き
な
変
化
や
地
方
分
権
の
進
展
の

中
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え

る
た
め
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
は
、

平
成
１９
年
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
市
民
団
体
の
育
成
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、

こ
の
ほ
ど
、
市
民
と
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
明
確
に
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
の
方
向
性
を
定
め
た
市
民
協
働
指
針
を
策
定

し
ま
し
た
。

《　これまで　》 

市民活 
動団体 社会 

団体 

公益 
法人 

市役所 

自治会 

市民 
企業 

国・府 

〈めざす社会の姿〉 

地域の課題 
を解決する 
役割は、市 
民の負託の 
もと、主に 
市役所が担 
ってきまし 
た 

市民・市民活動団体・事業者・行政が、 
役割と責任を担い合い、その特性と能力 
を発揮し、地域の課題に取り組みます 

《　これから　》 市民活動団体 

市民活 
動団体 

国・府 公益 
法人 市役所 

自治会 

企業 市民 

社会 
団体 

事
業
者 

行
政 

市民活動をより活発にすることを目的に設
置した施設です。運営は、NPO法人「きょ
うとNPOセンター」へ委託しています。
団体の設立や運営などの相談はもちろん、

団体の情報発信の拠点として、連携の拠点と
して大きな力を発揮しています。印刷機やパ
ソコンなどの市民の活動に便利な設備も利用
できます。ぜひお気軽にお越しください。

開設 毎週木～日曜日9：00～17：00※休
館日あり 住所など 寺田今堀1（文化パル
ク城陽内）・1（55）1030・FAX（55）1165・
Eメール：joyoshimisen@extra.ocn.ne.jp

▼

▼

こんな協働事業も
市民団体と手を合わせて！
センターが市内の団

体「障害者自立支援バ
リアフリー」と共催で
実施している「ここ・
ちょこパソコン教室」
が好評です。
パソコンやインターネットの知識や技術を

豊富に持つ団体と協働することで、新たなサ
ービスを提供できるようになったものです。
市民・市民活動団体・行政のそれぞれにとっ
て有意義な協働と言える1つの例です。

私的活動領域 市民協働にふさわしい領域 公的活動領域 

行政活動の領域 

市民の責任と 
主体性により 
行う領域 
営利活動 
趣味・娯楽など 

市民の主体 
性のもと行 
政の協力に 
より行う領 
域 

市民と行政が 
それぞれの主 
体性のもとに 
行う領域 

市民の協力を 
得ながら行政 
の主体性のも 
とに行う領域 

行政の責任と 
主体性によっ 
て行う領域 
公権力の行使 

市民活動の領域 

行政活動の領域 

市民活動の領域 

〈市民協働にふさわしい領域〉 
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『
知
ら
な
い
う
ち
に
糖
尿

病
?!
〜
生
活
習
慣
を
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
〜
』

▼
日
時

２
月
19
日（
木
）午

後
２
時
〜
４
時
　
▼
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
講
師

う
め
か
わ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
師
　
梅
川
常
和
氏
　
※
申

込
不
要

妊
娠
中
は
、
む
し
歯
や
歯

周
病
な
ど
に
な
り
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
。
妊
娠
中
に
一

度
は
歯
科
健
診
を
受
け
、
口

腔
内
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。

▼
費
用

無
料
　
▼
受
診
期

間
・
回
数

妊
婦
歯
科
健
診

受
診
票
を
受
け
取
っ
て
か
ら

出
産
ま
で
の
期
間
に
１
回
※

受
診
票
は
母
子
健
康
手
帳
と

同
時
に
交
付
し
て
い
ま
す

▼
受
診
医
療
機
関

城
陽

市
・
宇
治
市
・
久
御
山
町
の

妊
婦
歯
科
健
診
協
力
医
療
機

関
※
受
診
の
際
は
事
前
に
医

療
機
関
に
予
約
が
必
要
で
す

耳
の
こ
と
で
お
困
り
の
人

は
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

２
月
24
日（
火
）午

前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分
※
１
人
約
１
時
間
　
▼
場

所

南
部
コ
ミ
セ
ン
　
▼
内

容

聴
力
測
定
お
よ
び
聞
こ

え
に
関
す
る
相
談
　
▼
定
員

４
人

・

障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
　
は
ー
も
に
ぃ
1

（
55
）５
９
８
１
、
Ｆ
ａ
ｘ（
55
）

５
９
８
２

平
成
18
年
４
月
に
高
齢
者

虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
虐
待
を
受
け
た
高
齢

者
や
家
族
な
ど
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て
、
行
政
や
関
係

機
関
の
責
務
が
定
め
ら
れ
、

ま
た
地
域
住
民
に
も
通
報
の

努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
し

た
。「

高
齢
者
虐
待
と
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
？
」
を
理
解
し
、

高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
方
法
や
、

虐
待
を
発
見
し
た
場
合
の
対

処
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

３
月
14
日（
土
）午

後
２
時
〜
４
時
　
▼
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
▼
対
象

関
心
の
あ
る
人
は
ど
な
た
で

も
　
▼
参
加
費

無
料
　
▼

講
師

花
園
大
学
社
会
福
祉

学
部
教
授
　
福
富
昌
城
氏

※
申
込
不
要
　

地
域
包
括

問

問

申

﹇
表
１
参
照
﹈

水
道
工
事
は
、
水
道
法
・

市
水
道
事
業
給
水
条
例
に
よ

り
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
以
外
で
は
施
工
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

新
築
工
事
、
住
宅
な
ど
の

建
て
替
え
、
改
築
工
事（
台

所
・
風
呂
・
洗
面
所
・
水
洗

ト
イ
レ
な
ど
）に
お
け
る
給

水
装
置
は
、
市
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
を
通
じ
て
申

請
が
必
要
で
す（
単
独
水
栓

の
取
り
替
え
・
補
修
、
コ
マ
、

パ
ッ
キ
ン
の
取
り
替
え
な
ど

の
軽
微
な
変
更
を
除
く
）。

必
ず
建
築
業
者
、
ま
た
は

支
援
セ
ン
タ
ー
1（
54
）７
３

３
０日

本
人
で
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
の
人
が
、
海
外

居
住
さ
れ
る
時
は
、
国
民
年

金
の
届
け
出（
任
意
加
入
ま

た
は
脱
退
）が
必
要
と
な
り

ま
す
。

任
意
加
入
を
選
択
さ
れ
た

場
合
、
保
険
料
支
払
い
方
法

に
つ
い
て
は
日
本
国
内
在
住

の
親
族
な
ど
を
協
力
者
と
し

て
定
め
、
そ
の
人
に
代
行
し

て
納
め
て
い
た
だ
く
方
法
が

あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
出
国
さ
れ
る
前

に
、
京
都
南
社
会
保
険
事
務

所
ま
た
は
市
役
所
国
保
医
療

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所

1
０
７
５（
６
４
３
）２
５
４

７
、
国
保
医
療
課
国
保
年
金

係
1（
56
）４
０
３
８

問

工
務
店
な
ど
に
申
請
の
確
認

を
し
ま
し
ょ
う
。

水
道
工
事
…
上
下
水
道
部

工
務
課
1（
52
）２
４
４
２
、

宅
地
内
の
漏
水（
水
漏
れ
）の

修
理
…
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
へ
直
接

☆
「
城
陽
市
公
認
上
下
水
道

協
同
組
合
」
加
盟
の
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
も
当
番

制
で
対
応（
祝
日
を
除
く
月

〜
土
曜
日
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
）、
漏
水
受
付

専
用
電
話
…
1（
52
）１
８
９

８ 問

★
ふ
れ
あ
い
市
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー（
地
域
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
内
）…
平
川
指
月

68
、
1（
56
）５
１
０
６

★
青
谷
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー（
青
谷
コ
ミ
セ
ン
内
）…

市
辺
五
島
７
―
１
、
1（
56
）

６
０
４
２

【
取
扱
業
務
】

●
市
民
課
業
務（
即
時
発
行
）

①
住
民
票
の
写
し
②
住
民
票

記
載
事
項
証
明
書（
市
所
定

の
様
式
の
み
）③
年
金
受
給

者
現
況
届
④
印
鑑
登
録
証
明

書
⑤
外
国
人
登
録
原
票
記
載

事
項
証
明
書
⑥
届
書
記
載
事

項
証
明
書（
死
亡
届
の
み
）⑦

戸
籍
・
除
籍（
原
戸
籍
の
謄

抄
本
）⑧
戸
籍
附
票
の
写
し

⑨
身
分
証
明
書
⑩
不
在
住
証

明
書
⑪
不
在
籍
証
明
書
　
※

⑦
⑧
⑨
⑪
は
、
本
籍
が
城
陽

で
な
い
場
合
は
請
求
不
可
。

手
数
料
や
請
求
手
続
き
は
市

役
所
と
同
じ
、
異
動
届
・
戸

籍
関
係
届
な
ど
は
受
付
不
可

市
民
課
1（
56
）４
０
２
５

●
税
務
課
業
務（
翌
開
館
日

問

午
後
１
時
発
行
）※
青
谷
市

民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
は

取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん

①

課
税
証
明
②
評
価
・
公
課
証

明
③
納
税
証
明

税
務
課
①
市
民
税
係
1

（
56
）４
０
２
１
②
評
価
係
1

（
56
）４
０
２
２
③
納
付
係
1

（
56
）４
０
２
４

▼
取
扱
時
間

午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分
　
▼
申
請
に

必
要
な
も
の

本
人
確
認
書

類（
運
転
免
許
証
な
ど
）
▼

休
業
日

土
・
日
曜
日
、
祝

日
、
12
月
29
日
〜
翌
年
１
月

３
日
　
※
青
谷
市
民
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
は
、
青
谷
コ
ミ

セ
ン
休
館
日（
月
曜
日
）も
休

み 問

花粉症の主な症状は、目のかゆみ・涙が止まらな
い・くしゃみ・鼻水・鼻がつまるなどです。次のこ
とに気をつけて予防しましょう。
①花粉前線や飛散情報を知る
②外出時にマスクや眼鏡をかける
③室内に花粉を入れない
④皮膚の鍛錬に努める
⑤体力をつける
⑥ストレスをためない
⑦刺激のあるもの、添加物が多く含まれた食品は避
ける
⑧症状がひどくなりがちな人は、飛散の始まる前か
ら医師に受診し、予防内服などの手立てを打つ
保健センター1（55）1111問

対象 昼間留守家庭で、新年度に小学1～4年生
になる児童　※現在入所している児童も1年ごとの
申請が必要　 申込締切 4月1日の入所は2月16日
（月）まで
所定の申請書・在職証明

書などを各学童保育所か、子
育て支援課へ直接　※状況に
応じて必要な書類があります
子育て支援課1（56）4036問

申

▼

▼

～募集します～

対象 ①市内在住の65歳未満で業
務受託可能な人　②③市内在住の60
歳未満で業務受託可能な人　 資格
原動機付自転車免許および原動機付自
転車を持っている人　 応募方法 写
真を添付した履歴書と免許証の写しを
上下水道部へ直接持参　 応募期間
2月12日（木）～20日（金） ※業務内
容など詳しくはお問合せください
上下水道部営業課1（52）2044問

▼

▼

▼

▼

①水道メーターの検針員
②水道メーターの登録検針員
③水道料金などの登録集金員

㈲Ｅテックス 平川浜道裏
27－9 （52）6394

商号（名称）

［表1］新規指定給水装置工事事業者

住所（所在地） 電話番号

三共設備開発㈱ 京都市山科区
大塚北溝町2－2 075（583）6220

㈲森茂設備工業 京都市山科区
御陵中内町41 075（592）0607

保

健

セ

ン

タ

ー

1（
55
）1
1
1
1



（3） 市の木－梅 市の花－花しょうぶ

…問い合わせ　　…申込方法　詳しくはそれぞれへお問い合わせください 買物は城陽市内で行いましょう申問

この広報紙は再生紙および大豆油インキを使用しています

▼
募
集
人
数

15
人
※
多
数

の
場
合
は
消
費
生
活
モ
ニ
タ

ー
未
経
験
の
人
を
優
先
。
結

果
は
３
月
末
日
ま
で
に
全
員

に
通
知
　
▼
資
格

市
内
在

住
で
、
消
費
生
活
に
関
心
を

持
ち
、
平
日
の
昼
間
の
活
動

に
参
加
で
き
る
20
歳
以
上
の

人
　
▼
職
務
内
容

①
消
費

生
活
に
関
す
る
調
査
　
②
研

修
会
・
講
座
・
消
費
生
活

展
・
施
設
見
学
会
な
ど
に
参

加
　
▼
任
期

平
成
21
年
４

月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月
31

日
　
▼
謝
礼

年
間
１
２，

０
０
０
円

３
月
２
日（
月
）ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
、「
消
費
生
活
モ
ニ

申

タ
ー
希
望
」
と
明
記
し
、
〒

610

城
陽
市
役
所
　
産
業

活
性
室
へ
郵
送

産
業
活
性
室

1（
56
）４
０
１
８

▼
募
集
人
数

15
人
※
多
数

の
場
合
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
未

経
験
の
人
を
優
先
し
て
抽
選
。

結
果
は
３
月
末
日
ま
で
に
全

員
に
通
知
　
▼
資
格

市
内

在
住
で
、
広
報
活
動
に
関
心

を
持
ち
、
年
間
４
回
の
会
議

（
平
日
の
昼
間
）に
出
席
し
、

毎
月
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入
し

て
提
出
で
き
る
20
歳
以
上
の

人
　
※
会
議
な
ど
の
意
見
や

名
前
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
掲
載
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
　
▼
任
期

平
成
21
年

問

95
―01

４
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月

31
日
　
▼
謝
礼

年
間
５，

０
０
０
円

３
月
10
日（
火
）ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
・「
広
報
モ
ニ
タ
ー

希
望
」
と
明
記
し
、
〒
610

城
陽
市
役
所
　
市
民
活
動

支
援
室
へ
郵
送
か
直
接

市
民
活
動
支
援
室

1（
56
）４
０
５
１

市
長
と
一
緒
に
親
し
く
懇

談
し
ま
せ
ん
か
？
午
後
は
城

陽
酒
造
で
酒
蔵
を
見
学
し
た

後
、
梅
ま
つ
り
の
会
場
の
青

問 95

―01

申

谷
梅
林
ま
で
散
策
し
ま
す

▼
日
時

３
月
７
日（
土
）午

前
10
時
10
分
〜
午
後
３
時
頃

▼
集
合
場
所

市
役
所
南
玄

関
前
　
▼
コ
ー
ス

市
役
所

→

「
ぱ
れ
っ
と
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
」

で
〝
市
長
ほ
っ
と
サ
ロ

ン
〞
・
昼
食→

城
陽
酒
造→

青
谷
小
学
校
前→

青
谷
梅
林

ま
で
徒
歩
に
て
散
策（
１
時

間
程
度
）→

市
役
所
　
※
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ガ

イ
ド
あ
り
。
ま
た
雨
天
時
は

行
程
変
更
あ
り
　
▼
定
員

35
人
※
多
数
の
場
合
抽
選

▼
参
加
費

５
０
０
円（
昼

食
代
ほ
か
）

電
話
か
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
電
話
番

申

号
を
明
記
し
〒
610

城
陽

市
役
所
　
市
民
活
動
支
援
室

へ
郵
送
※
２
月
20
日（
金
）必

着
。１
枚
で
３
人
ま
で
申
込
可

市
民
活
動
支
援
室

1（
56
）４
０
０
１

財
源
確
保
と
地
域
経
済
の

問

95
―01

活
性
化
を
図
る
た
め
、「
広

報
じ
ょ
う
よ
う
」
に
掲
載
す

る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

広
報
じ
ょ
う
よ
う
の
概
要

○
規
格

タ
ブ
ロ
イ
ド
版

○
発
行
回
数

毎
月
３
回

（
１
日
号
・
11
日
号
・
21
日

号
）※
広
告
掲
載
は
１
日
号
・

11
日
号
の
み

○
発
行
部
数

３
３，
３
７

０
部（
平
成
21
年
２
月
１
日

現
在
）

▼
規
格
〈
表
１
〉参
照
　
▼

掲
載
時
期
・
位
置

毎
月
１

日
号（
２
・
３
面
）・
11
日
号

（
２
面
）の
下
部
　
▼
掲
載
期

間

１
号
単
位
で
複
数
号
掲

載
可
※
今
年
度
は
平
成
21
年

４
月
〜
平
成
22
年
３
月
　
▼

募
集
枠

各
号
１
日
号
10
枠
、

11
日
号
５
枠
　
▼
募
集
時
期

随
時
※
募
集
枠
に
達
す
る
ま

で
随
時

①
広
報
紙
広
告
掲
載
申
込

書（
市
民
活
動
支
援
室
広
報

係
に
設
置
、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）に
広
告
原
稿
・
必
要

書
類
を
添
付
し
、
〒
610

城
陽
市
役
所
　
市
民
活
動
支

援
室
広
報
係
へ
直
接
持
参
か

郵
送
　
※
持
参
の
場
合
、
月

〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
。

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の

受
け
付
け
は
不
可
。
デ
ザ
イ

ン
な
ど
は
広
告
主
の
負
担
で

作
成

﹇
お
願
い
﹈
申
し
込
み
の
際

は
、「
城
陽
市
広
報
紙
広
告

掲
載
取
扱
要
領
」「
城
陽
市

広
報
紙
広
告
掲
載
基
準
」
を

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

市
民
活
動
支
援
室

1（
56
）４
０
５
１

問

95
―01

申

◎
2
月
２３
日（
月
）

〜
２８
日（
土
）

蔵
書
点
検
作
業
の
た
め
、

期
間
中
は
図
書
館
の
利
用
が

で
き
ま
せ
ん（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
予
約
に
関
す
る
更
新
も

行
わ
れ
ま
せ
ん
）。
３
月
１

日（
日
）午
前
10
時
か
ら
は
平

常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。
返

却
は
、
図
書
館
西
側
の
返
却

ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

（
赤
い
壁
が
目
印
で
す
）。
詳

し
く
は
、
図
書
館
カ
レ
ン
ダ

ー
・
各
コ
ミ
セ
ン
の
お
知
ら

せ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図
書
館

1（
53
）４
０
０
０

問

☆
和
太
鼓
響
演

▼
日
時

２
月
22
日（
日
）午

後
１
時
30
分
か
ら
　
▼
場
所

文
化
パ
ル
ク
城
陽
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
　
※
申
込
不
要
・
無

料
文
化
協
会

1（
55
）１
２
１
０

ふ
る
さ
と
を
歌
う

〜
万
葉
の
風
に
の
せ
て

▼
応
募
期
間

３
月
31
日

（
火
）ま
で
　
▼
テ
ー
マ

城

陽
市
内
の
地
名
・
自
然
・
産

業
な
ど
を
詠
み
こ
ん
だ
も
の

問

▼
選
者

真
中
朋
久
氏
　
▼

作
品
選
考
・
授
賞
式

選
考

…
４
月
中
旬
、
授
賞
式
…
５

月
下
旬
　
▼
賞
・
副
賞

○

大
賞
１
首（
賞
金
３
万
円
）

○
城
陽
市
長
賞
１
首（
賞
金

２
万
円
）

○
京
都
新
聞
社

賞
１
首（
賞
金
２
万
円
・
盾
）

○
観
光
協
会
会
長
賞
１
首

（
賞
金
２
万
円
）
○
入
選
５

首（
図
書
券
３
千
円
）
○
佳

作
10
首（
図
書
券
千
円
）
▼

応
募
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、

作
品（
縦
書
き
で
必
要
箇
所

に
は
ふ
り
が
な
）・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
〒
610

寺
田
西
ノ
口
７
―
４
西
邦
ビ

ル
２
階
　
城
陽
市
観
光
協
会

「
平
成
の
城
陽
万
葉
集
」
係

へ
郵
送
　
※
返
信
用
表
面
に

は
自
身
の
氏
名
・
宛
先
を
記

入
　
▼
そ
の
他

１
人
３
首

ま
で
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、
未

発
表
の
作
品
に
限
る

観
光
協
会

1（
56
）４
０
２
９

問

21
―01

日
本
列
島
で
確
実
に
馬
が
出
現
す
る

の
は
５
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
、
そ
れ

に
伴
っ
て
馬
具
も
も
た
ら
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

馬
具
に
は
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
す

が
、
安
定
し
て
乗
馬
を
す
る
た
め
に
必

要
な
も
の
が
鞍
と
鐙
で
す
。
鞍
に
は
人

が
腰
を
下
ろ
す
部
分
で
あ
る
居
木
や
そ

の
前
後
に
前
輪
と
後
輪
が
付
き
、
胸
繁

（
む
な
が
い
）や
尻
繁（
し
り
が
い
）の
革

帯（
か
わ
お
び
）を
と
め
る
た
め
の
金
具

（

）（
し
お
で
）が
付
い
て
い
ま
す
。
次

に
人
の
指
令
を
伝
え
る
た
め
の
、
手
綱

と
轡（
く
つ
わ
）が
あ
り
ま
す
。
轡
は
、

馬
の
口
に
く
わ
え
さ
せ
る
棒
状
の
金
具

と
、
そ
れ
が
横
ず
れ
し
な
い
よ
う
に
す

る
鏡
板（
か
が
み
い
た
）と
、
手
綱
に
つ

な
が
る
引
手
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
馬

を
飾
る
た
め
の
杏
葉（
ぎ
ょ
う
よ
う
）、

雲
珠（
う
ず
）、
辻
金
具（
つ
じ
か
な
ぐ
）

や
馬
を
守
る
武
具
と
し
て
馬
甲（
ば
こ

う
）と
い
っ
た
特
殊
な
も
の
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
馬
具
に
は
部
位
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

城
陽
市
青
谷
の
、
中
黒
土
に
あ
る
黒

土
１
号
墳
は
南
北
約
30
㍍
、
東
西
約
26

㍍
の
円
墳
で
、
南
山
城
最
大
規
模
の
全

長
９
・
５
㍍
の
横
穴
式
石
室
を
も
つ
６

世
紀
後
半
の
有
力
首
長
墓
で
す
。
こ
こ

か
ら
は
金
銅
装（
こ
ん
ど
う
そ
う
）の
馬

具
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
車

文
楕
円
形
鏡
板
が
あ
り
ま
す
。
車
文
は

中
心
の
楕
円
形
の
縁
金
か
ら
外
側
に
向

け
て
縦
方
向
と
放
射
線
状
に
の
び
る
６

本
の
直
線
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

西
日
本
各
地
の
古
墳
か
ら
出
土
し
て

い
る
馬
具
の
鏡
板（
か
が
み
い
た
）に
は

こ
の
他
に
も
心
葉
形
鏡
板（
し
ん
よ
う

け
い
か
が
み
い
た
）・
鐘
形
鏡
板（
か
ね

が
た
か
が
み
い
た
）な
ど
、
杏
葉
に
も

心
葉
形
杏
葉
・
剣
菱
形
杏
葉（
け
ん
び
し

が
た
ぎ
ょ
う
よ
う
）な
ど
多
く
の
種
類

が
あ
り
、
そ
の
形
や
模
様
の
多
様
さ
は

興
味
深
い
も
の
で
す
。

そ
れ
ら
の
馬
具
を
一
同
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
が
春
季
特
別
展
「
久
津
川

古
墳
群
の
衰
退
と
新
勢
力
の
台
頭
―
黒

土
１
号
墳
と
そ
の
時
代
―
」
で
す
。
馬

具
の
展
覧
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
馬

具
な
ど
の
出
土
遺
物
に
よ
り
当
時
の
社

会
変
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
展
示
室
に
は
、
上
塩
冶
築
山
古
墳
出

土
の
馬
具
を
装
着
し
た
馬
が
模
型
と
し

て
蘇
っ
て
い
ま
す
。

五里ごり館
（歴史民俗資料館）

1（55）7611
No.278

古墳時代の馬具

犬を散歩させると
きは、必ずフンのあ
と始末をしましょう。

＜表１＞

1枠

2枠

3枠

規格

縦72㍉×横47㍉

縦72㍉×横97㍉

縦72㍉×横147㍉

広告料

10,000円／号

20,000円／号

30,000円／号

図
書
館
は

休
館
し
ま
す

応募総数214点の中から市
長賞、優秀賞を受賞された人
は次のとおりです。みなさん、
ありがとうございました。
○市長賞 松岡英男さん（山形県山形市）
○優秀賞 高島正志さん（愛知県名古屋市）、小柴雅樹
さん（兵庫県宍粟市）、森井美穂さん（京都府城陽市）、
宮川さやかさん（長野県長野市）、梅津ゆかりさん（神
奈川県横浜市）
秘書課1（56）4050問

～設置しましょう～

住宅用火災警報器

平成18年6月1日以前に建築されている住宅は、平
成23年5月31日までに住宅用火災警報器を設置しな
ければなりません。住宅用火災警報器は、火災の発生
を早期に感知し、警報音を発して逃げおくれによる焼
死者をなくすものです。早めに設置をお願いします。
なお、悪質な訪問販売も予測されます

ので、十分注意し、消火器と同様に不審
なことがあればご相談ください。
消防本部1（54）0115
久津川消防分署1（56）1999
青谷消防分署1（54）0119

問

広
報
じ
ょ
う
よ
う

に
広
告
を
掲
載

し
ま
せ
ん
か
？

▲市の鳥『しらさぎ』



（4）平成21年（2009年）２月11日

休日急病診療所1（55）1112 
（内科・小児科） 

　場所／保健センター内〔歯科は宇治市休日急病診療所1（39）9430〕 
　受付時間／9：50～11：30・13：00～16：30　※日曜日・祝日のみ 

▲
 ▲
 

第11回自然とのふれあい登山
『鷲峰山』（じゅうぶさん）
（681メートル）

日程 3月7日（土）JR城陽駅
9：47発奈良行に乗車　 対象
市内在住の小学生（4年生以上）、
中学生、高校生とその保護者
定員 60人※多数の場合は

抽選　 交通費 小学生750円、
中学生以上1,480円　 所定の
用紙（各小・中学校と文化体育
振興課〈寺田分庁舎〉に設置）に
必要事項を記入し、各学校〈2月
18日（水）締切〉か文化体育振興
課〈2月19日（木）締切〉へ直接
文化体育振興課1（56）4047

こうのすやま
エコロベースクラブ

日時 2月21日（土）【小学生
の部】16：30～18：00【大人
の部】（中学生以上）18：30～
21：30 場所 市民体育館
参加費 無料　※申込不要
その他 体育館シューズ持参。

ケガについては応急手当のみ実
施　 スポーツセンター1（55）
6222

第1回城陽市長杯
グラウンドゴルフ大会

日時 3月21日（土）9：50か▼

問

▼
▼

▼

▼

問

申

▼

▼

▼

▼

ら（9：00受付） 場所 鴻ノ
巣山運動公園　 対象 市内在
住・在勤、市内所属クラブ部員
で満18歳以上の人　 定員
300人 競技方法 24ホール
のストロークプレー　 参加費
500円　 3月10日（火）までに
所定の用紙に必要事項を記入し、
参加費を添えて体育協会事務局
〈市役所寺田分庁舎内〉1（56）4
048 グラウンドゴルフ協会
三浦氏1（53）3186

第8回市民ファミリー
バドミントン大会

日時 3月15日（日）9：45か
ら（9：30受付） 場所 市民
体育館　 参加チーム ①ファ
ミリーの部…4年生以上の小学
生を1人以上含む　②一般の部
…中学生以上　※①②いずれも
市内在住・在勤の3～5人で編成
（家族以外も可） 3月4日（水）
までに所定の用紙で文化体育振
興課〈市役所寺田分庁舎内〉へ直
接　 文化体育振興課1（56）
4048

問

申

▼

▼

▼

問

申

▼

▼

▼

▼
▼

～会社・法人登記の取扱窓口
が変わります～

現在、京都地方法務局京田辺
出張所で取り扱っている、城陽
市・八幡市・京田辺市および綴
喜郡井手町・宇治田原町の会
社・法人登記事務が、2月23日
（月）から京都地方法務局法人登
記部門（京都市上京区）に変更さ
れます。 京都地方法務局法人
登記部門1075（231）0292、
京都地方法務局京田辺出張所1

（62）0206

視覚障害者ふれあいのつどい

日時 2月22日（日）10：00
～12：30 場所 福祉セン
ター　 内容 講演「視覚障害
者の生活実態について」 講
師 府視覚障害者協会　松野洋
子氏　 参加費 無料　 ・
府視覚障害者協会事務局　羽柴
氏1075（462）2414、府視覚障
害者協会城陽支部長　山田氏1

（52）6972

「鵜殿のヨシ原焼き」の実施

風向きによっては、淀川沿線
の広範囲に灰が落ちることが予
想されます。特に洗濯物などに
はご注意ください。
日時 2月22日（日）9：00か

ら※延期の場合3月8日（日）同時
刻　 場所 高槻市道鵜町・上
牧町（淀川河川敷） 高槻市役
所環境部1072（674）7512

問

▼

▼

問申▼

▼

▼

▼

▼

問

エコバスツアー参加者募集！
～家電製品は、
どのように
リサイクルされるの？～

日程 3月4日（水）市役所南
側駐車場11：00集合・17：30
解散予定※昼食は車中　 見学
先 パナソニックエコテクノロ
ジーセンター㈱（兵庫県加東市）
対象 市内在住・在勤・在学

の人 定員 先着30人 参
加費 500円（昼食代） ・
城陽環境パートナーシップ会議
事務局（環境課内）1（56）4061

問申

▼▼

▼

▼

▼

スポー
ツ 

官公署
など 

らくらく筋力アップ運動～ちびボールを使った全身の筋力運動～ 先着30人
2月21日（土）10：00～11：30 無料
京都テルサフィットネスクラブ　吉田麻衣子氏、影井秀安氏 来館か電話申

南部コミセン1（55）1002 FAX（56）6040 〒610－0111富野東田部70－1

○申し込みや問い合わせは、各コミセンへ、開館日の9：00～17：00にお願いします
○コミセンの開館時間　9：00～21：00 月・祝は休み（寺田コミセンは、月・祝の翌日
が休み※月が祝日の場合には連休になります）

みんんで楽しく土曜教室 先着16人※小学生対象
～おめでとうミニパーティー、花手まり寿司と手話～ 材料費350円
2月28日（土）10：00～13：00 藤井かほる氏 2月12日（木）から来館か電話申

青谷コミセン1（53）8273 FAX（56）6042 〒610－0114市辺五島7－1

第14回青谷コミセン梅まつり【3月7日（土）・8日（日）】
［7日・8日］★サークル作品展…10：00～16：30※8日は15：00まで ［7日］★サー
クルステージ発表…13：00～16：00 ［8日］★餅つき・模擬店（焼きそば、ポップコー
ン、白餅、きなこ餅）…10：30（金券販売）～無くなり次第終了

男の料理教室 抽選20人・材料費800円
～簡単手料理に挑戦！～ 2月12日（木）10：15に材料費
2月22日（日）10：00～13：00 梅本光枝氏 を添え来館抽選

申

北部コミセン1（55）1001 FAX（56）6032 〒610－0101平川広田67

園芸教室 抽選20人・材料費1,500円（2本分）
～しいたけ栽培～ 2月12日（木）10：00に材料費
2月26日（木）13：30～15：30 本田嘉雄氏 を添え来館抽選

申

ドミノ大会 抽選8組※幼児、小学生親子対象
～ルールに従って対抗で競い合おう～ （3人1組）・無料
3月1日（日）13：30～15：30 2月12日（木）11：00に来館抽選申

とのっ子探検隊・自然ウオッチング～琵琶湖方面～ 先着親子15組※小・中学生親子対象
コハクチョウ、水鳥の観察と琵琶湖博物館など （大人のみの参加も可）・参加費：大
3月1日（日）コミセン9：00出発・16：00帰館予定 人1,000円、小・中学生500円（昼食
日本野鳥の会　植田光弘氏ほか 代実費）※当日徴収
※市のバス利用。雨天決行 2月12日（木）10：00から来館か電話申

子ども料理教室 先着16人※小学生対象
～「長いも」のピザを作ろう！スープ付き～ 材料費700円
3月1日（日）10：00～13：00 安田知代氏 材料費を添え来館申

寺田コミセン1（55）0010 FAX（55）0197 〒610－0121寺田今堀1

子どもおかし作り教室 先着16人※小学生対象
～パウンドケーキを作ろう!!～ 材料費500円
3月8日（日）10：00～12：00 関岡明子氏 材料費を添え来館申

作ってみたいな！食べてみたいな！おすしに挑戦 先着24人※小学生対象
いなりずし、温野菜サラダ、かき玉汁、デザート 材料費350円
3月7日（土）10：00～13：00 ヘルスメイト城陽 来館か電話申

予防を心がけてください
～インフルエンザの流行が本格化～

インフルエンザの流行が本格化しています。
府内全域でも昨年に比べ2週間も早く、注意報が発令され

ています。みなさんも予防に心がけましょう。
■帰宅したら、必ず「うがい」「手洗い」をしましょう
■加湿器などを利用して、部屋の湿度を保つようにしましょう
■体調の悪いときは、人ごみを避け、外出にはマスクを着け
ましょう
■過労や睡眠不足を避け十分な栄養と休養をとりましょう
■症状のある人は、ほかの人にうつさないように、マスク着
用などのエチケットに努めましょう
保健センター1（55）1111問

京都府が発行している「きょうと府民だより」は、毎月第
1日曜日に、新聞折り込み（京都、朝日、読売、毎日、産経、
日経の各新聞）により、みなさんにお届けしています。
新聞を購読されていないなどの理由で届いていない場合、

無料でお送りしますので、希望される人は京都府広報課へご
連絡ください。また、府内在住の視覚障害者の人を対象に、
点字版・文字拡大版およびテープ版も発行しています。
京都府広報課〔〒602－8570〕（住所不要）1075（414）40

74・FAX075（414）4075
問

あなたの声に市長が直接答えます

「市長ふれあいメール」
＜専用メールアドレス＞

shicho_h@city.joyo.kyoto.jp
※住所・氏名を明記してください

＜募集＞■ヨガサークルアーリア　毎週金曜日9：15～10：
15 南部コミセン※初心者歓迎　小原1（55）6888 ■社交
ダンスフローラ会　毎週金曜日13：00～16：00 鴻の巣会
館など※55歳以上　今井1（53）0273 ＜ダンスパーティ
ー＞■社交ダンスあすなろ　2月18日（水）19：00～21：30
福祉センター　渕田1（52）7754

ひったくりにご用心
市内において連続発生中！
朝夕の通退勤時間帯に多く

発生しています

【ひったくりを防ぐには】
自転車の前カゴには、防犯ネット
かばんは、たすき掛けに
荷物は、道路側に持たない

被害に遭えばすぐに110番！

●
●

●

eラーニングで学ぶ
「源氏物語千年紀」生涯学習講座

開講時期 3月31日まで　
内容 「源氏物語」～ベストセ
ラーであり続ける秘密とは？
（3回講義配信） 主催 京都
産業大学、京都府、NPO法人ま
ちづくりねっと・うじ　 京都
eラーニング塾〔http://info.pref.
kyoto.lg.jp/el/general/〕 京
都産業大学連携推進室1075
（705）2952、Fax075（705）
1960、E-mail：renkei-suishin-
jim@star.kyoto-su.ac.jp

問

申

▼

▼▼


